平成24年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察管理費　目：公安委員会費
	事業名: 生活環境関係事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　警察本部　生活安全部　生活環境課　電話番号：058-271-2424（内3161）

　　　　　　　 E-mail：c18879@pref.gifu.lg.jp
	事業費　


　要求額：　16,231千円（前年度予算額：7,900千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　銃砲刀剣類、火薬類、風俗営業、危険物等の許可事務及び銃砲刀剣類、風俗営業の講習等に関する経費で、警察許可事務を行う上で必要な経費
	２　所要経費


（１）銃砲刀剣類等所持許可事務関係経費　 11,183千円
（２）風俗営業許可事務関係経費   　　　　 5,015千円
（３）原子炉等規制法等許可関係経費   　　    33千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
４　犯罪や暴力、事故のない地域をつくる

・　犯罪の起こらない生活環境を整備する
	２　これまでの取組状況


　公安委員会の所管である銃砲刀剣類所持等取締法、火薬類取締法、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律、原子炉等規制法等に関する許可事務を、効率的かつ適正に推進している。
　猟銃等講習を行い、関係法令や銃の使用・保管等の取扱いを周知した。

　風俗営業所管理者講習を行い、管理者に対して遵守事項や禁止行為等を周知した。
　銃砲刀剣類所持等取締法の改正（平成21年12月4日施行）により、「猟銃安全指導委員」制度が導入され、岐阜県公安委員会は猟銃安全指導委員39人を委嘱している。
	３　これまでの取組に対する評価


　猟銃による事件・事故の絶無を期するため、関係機関と連携を図り、未然防止活動を推進するとともに、今後も厳格な銃刀行政を推進していく必要がある。
　善良な風俗環境を確保するため、風俗営業の実態把握に努め、適正な風俗営業許可業務を推進していく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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